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グローバルアクション三芳町

町内留学ができるイングリッシュツアー

オールイングリッシュデーALTの全校配置により4技能の定着



英語検定取得の推進三芳町

民間英語塾と連携した英検対策セミナー オンライン英検対策講座

英検 準会場の設置、受験料補助R
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★月１回 開催
★参加者

三芳小 外国語推進委員
三芳中 英語推進委員

★活動内容
英語指導方法改善事業に
関する取組についての
研究

★英語担当者研修会
夏季研修会（８月）
学習者用デジタル教科書
活用研修会（８月）

★参加者
町内小学校 外国語主任

英語専科
町内中学校 英語担当教員

英語研究推進委員会1 2 3 4小中外国語・英語部会

★年度当初
★実施校

三芳小学校
三芳中学校

★小中の授業参観を行う
ことにより、小中の円
滑な接続を踏まえた指
導方法についての研究

小中相互授業参観

研修の取り組み研修の取り組み

★ALT活用研修会（７月）
町内での指導方法の共有

★即興性を高める帯活動
Small Talk
小学校での書く活動

★ALT定期研修会（毎月）

ALT活用研修会
ALT定期研修会



令和５年度の課題令和５年度の課題

●中学校の言語活動の時間を増やす。
●コミュニケーションを行う目的・場面・

状況を明確にした単元ゴールの設定を
する。

●学習者用デジタル教科書の活用や
小中連携の取組をする。



研究テーマ研究テーマ

英語で自分の思いや考えを
主体的に表現することができる
児童生徒の育成

©Miyoshi Town



実現に向けての方策実現に向けての方策

① 実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合う

活動（言語活動）を行う時間を毎時間設定する。

② 単元計画を作成し、毎時間の授業で必要感のある課題

の提示・まとめ・振り返りを入れ、指導計画の充実を図る。

③ 単元目標に向けて学習者用デジタル教科書の有効な

活用方法の研究と実践を行う。

④ 小中の円滑な接続を踏まえた指導方法の改善・充実

を図る。



令和６年度の課題令和６年度の課題

①スモールトークのゴールの明確化
小中連携・段階的な指導方法の検討

②単元計画の中でのデジタル教科書の
位置づけと活用法

③４技能５領域のバランスの取れた年間
指導計画の作成



スモールトーク
の充実

①実際に英語を使用して互いの考え
や気持ちを伝え合う活動（言語活
動）を行う時間を毎時間設定する。



スモールトークの充実

年度当初の状況

①ゴールの確認
②段階的な
指導方法

A●子供同士がトピックに合わせて自由に会話をするスモー
ルトークの基本形はできたものの、ゴールや評価があいまい
で活動がやりっぱなしになってしまっている。

③パフォーマンス
テストと評価



①ゴールの確認 小学校

スモールトーク を行う主な目的

（1）既習表現を繰り返し使用できるようにして
その定着を図ること

（2）対話の続け方を指導すること

（小学校外国語活動・外国語 研修ガイドブックより）



小学校でのスモールトーク小学校でのスモールトーク

話すこと（やり取り）
ウ 自分や相手のこと及び身の回りに関す
る事柄について、簡単な語句や基本的な表
現を用いてその場で質問をしたり質問に答
えたりして、伝え合うことができるようにする。

（小学校学習指導要領解説 外国語編）



言語活動の内容言語活動の内容

話すこと（やり取り）
ウ 自分に関する簡単な質問に対して
その場で答えたり、相手に関する簡単
な質問をその場でしたりして、短い会
話をする活動。

（小学校学習指導要領解説 外国語編）



①小学校のゴール

5 年生は指導者の話を聞くこと中心
6 年生はペアで伝え合うこと中心

授業の初めに相手を替えて 1 ～ 2 分程度の
対話を 2 回程度行う対話的な言語活動

（小学校外国語活動・外国語 研修ガイドブックより）



小６ UNIT 6
What sport do you want to watch? 

S1: What sport do you want to watch? 

S2: I want to watch soccer. 

S1: Soccer? That’s nice. Why? 

S2: I like soccer. How about you? What sport do you want to watch? 

S1: Me? Umm, I want to watch badminton. 

S2: Badminton? Do you like badminton? 

S1: Yes. I like badminton. I can play badminton well.

（小学校外国語活動・外国語 研修ガイドブックより）



中学校でのスモールトーク中学校でのスモールトーク

話すこと（やり取り）
ア 関心のある事柄について，簡単な
語句や文を用いて即興で伝え合うこと
ができるようにする。

（中学校学習指導要領解説 外国語編）



言語活動の内容言語活動の内容

話すこと（やり取り）
（ア） 関心のある事柄について，相手から
の質問に対し、その場で適切に応答したり、
関連する質問をしたりして、互いに会話を
継続する活動。

（中学校学習指導要領解説 外国語編）



①相手に聞き返したり確かめたりする

（Pardon? / You mean..., right? など）

②相づちを打ったり，つなぎ言 葉を用いたりする
（I see. / Really? / Thatʼs nice. など）

③相手の答えを受けて， 自分のことを伝える

（I like baseball, too. など）

④相手の答えや自分のことについて伝えたことに「関連する質
問」を付け加える

（What kind of Japanese food do you like? / How about you?

会話を継続するポイント会話を継続するポイント

（中学校学習指導要領解説 外国語編）



①中学校のゴール

関心のある事柄について、詳しく
話をしたり、会話の流れに応じて関
連する多様な質問を即座にしたり、
相手の答えから話題を広げたり深
めたりして会話を継続できるように
する。



主体的に学習に取り組む態度思考力・判断力・表現力等知識・技能

自分のことを相手に知ってもらうために、自分
自身や興味のあることなどについてその場で
伝えたり、相手のことを知るために、相手に質
問したりしながら会話を継続しようとしている。

自分のことを相手に知ってもらうために、自分自身や
興味のあることなどについてその場で伝えたり、相
手のことを知るために、相手に質問したりしながら会
話を継続している。

〈知識〉
①既習の表現・語句の意味や働きを理解している。

〈技能〉
②既習の表現・語句の意味や働きの理解をもとに、自
分や相手のことや、興味のあることなどについて伝え合
う技能を身につけている。

話すこと
〔やりとり〕

（や）

主体的に学習に取り組む態度思考力・判断力・表現力等知識・技能
自分のことを相手に知ってもらうために、自分自
身や興味のあることなどについてその場で詳し
く伝えたり、相手のことをよく知るために、相手
に質問したり、その答えから話題を広げたり深
めたりしながら会話を継続しようとしている。

自分のことを相手に知ってもらうために、自分自身や
興味のあることなどについてその場で詳しく伝えたり、
相手のことをよく知るために、相手に質問したり、そ
の答えから話題を広げたり深めたりしながら会話を
継続している。

〈知識〉
①既習の表現・語句の意味や働きを理解している。

〈技能〉
②既習の表現・語句の意味や働きの理解をもとに、自
分や相手のことや、興味のあることなどについて伝え
合う技能を身につけている。

話すこと
〔やりとり〕

（や）

主体的に学習に取り組む態度思考力・判断力・表現力等知識・技能
自分のことを相手に知ってもらうために、自分自
身や興味のあること・日常的な話題などについ
てその場で詳しく伝えたり、相手のことをよく知
るために、相手に質問したり、その答えから話
題を広げたり深めたりしながら会話を継続しよう
としている。

自分のことを相手に知ってもらうために、自分自身や
興味のあること・日常的な話題などについてその場
で詳しく伝えたり、相手のことをよく知るために、相手
に質問したり、その答えから話題を広げたり深めたり
しながら会話を継続している。

〈知識〉
①既習の表現・語句の意味や働きを理解している。

〈技能〉
②既習の表現・語句の意味や働きの理解をもとに、自
分や相手のことや、興味のあることなどについて伝え
合う技能を身につけている。

話すこと
〔やりとり〕

（や）

主体的に学習に取り組む態度思考力・判断力・表現力等知識・技能
自分のことを相手に知ってもらうために、日常的
な話題・社会的な問題などについてその場で詳
しく伝えたり、相手のことをよく知るために、相手
に質問したり、その答えから話題を広げたり深
めたりしながら会話を継続しようとしている。

自分のことを相手に知ってもらうために、日常的な話
題・社会的な問題などについてその場で詳しく伝えた
り、相手のことをよく知るために、相手に質問したり、
その答えから話題を広げたり深めたりしながら会話
を継続している。

〈知識〉
①既習の表現・語句の意味や働きを理解している。

〈技能〉
②既習の表現・語句の意味や働きの理解をもとに、自
分や相手のことや、興味のあることなどについて伝え
合う技能を身につけている。

話すこと
〔やりとり〕

（や）

小６

中１

中２

中３



トピックを５つの
カテゴリーに整理
トピックを５つの
カテゴリーに整理

会話を継続
するための
基本的な
表現を整理

トピックに
必要な
文法・語彙
などを整理

②段階的な指導方法



②段階的な指導方法

リアクションカードの共有



スモールトークの工夫

即興で会話をさせてみる

内容面・言語面の整理

もう一度行う

板書の工夫中間指導 プリント配布 ノートの記述

トピックの精選
TSトーク

ALTとの会話



内容面・言語面の整理

中間指導



内容面・言語面の整理

板書の工夫

＋α基本文 言いたかったこと
リアクション



内容面・言語面の整理

プリント配布

★スモールトークは、2時間扱いで1つのトピックについて話す。
★1時間目の最後に内容面・言語面で整理されたプリントを配り、
子供たちはそのプリントも参考にしつつ、自分の言いたかった表
現を見直し、ノートにまとめる。
★2時間目はノートを参考に1回目は話し、2回目からはノートを見
ないで話す。



配布プリント



②段階的な指導方法

スモールトーク用ノートの作成

付箋を使い、
ノートを
５つのカテゴリー
に分ける

付箋を使い、
ノートを
５つのカテゴリー
に分ける

中間指導で
出てきた
文法・語彙
などをメモ

自分の話した
表現を整理



自分の発言

相手の発言
言いたかったけど言
えなかった表現
（中間指導の内容）

リアクションを整理リアクションを整理



③パフォーマンステストと評価

★複数単元を通した「話すこと〔やり取り〕」
における各観点の一体的な評価

★学期に一度、ALTによるパフォーマンス
テストを行い、評価をつける。

★時間
小６【約１分】 中１～中３【１分～２分】



主体的に学習に取り組む態度思考力・判断力・表現力等知識・技能

自分のことを相手に知ってもらうために、自分
自身や興味のあることなどについてその場で
伝えたり、相手のことを知るために、相手に質
問したりしながら会話を継続しようとしている。

自分のことを相手に知ってもらうために、自分自身や
興味のあることなどについてその場で伝えたり、相
手のことを知るために、相手に質問したりしながら会
話を継続している。

〈知識〉
①既習の表現・語句の意味や働きを理解している。

〈技能〉
②既習の表現・語句の意味や働きの理解をもとに、自
分や相手のことや、興味のあることなどについて伝え合
う技能を身につけている。

話すこと
〔やりとり〕

（や）

主体的に学習に取り組む態度思考力・判断力・表現力等知識・技能
自分のことを相手に知ってもらうために、自分自
身や興味のあることなどについてその場で詳し
く伝えたり、相手のことをよく知るために、相手
に質問したり、その答えから話題を広げたり深
めたりしながら会話を継続しようとしている。

自分のことを相手に知ってもらうために、自分自身や
興味のあることなどについてその場で詳しく伝えたり、
相手のことをよく知るために、相手に質問したり、そ
の答えから話題を広げたり深めたりしながら会話を
継続している。

〈知識〉
①既習の表現・語句の意味や働きを理解している。

〈技能〉
②既習の表現・語句の意味や働きの理解をもとに、自
分や相手のことや、興味のあることなどについて伝え
合う技能を身につけている。

話すこと
〔やりとり〕

（や）

主体的に学習に取り組む態度思考力・判断力・表現力等知識・技能
自分のことを相手に知ってもらうために、自分自
身や興味のあること・日常的な話題などについ
てその場で詳しく伝えたり、相手のことをよく知
るために、相手に質問したり、その答えから話
題を広げたり深めたりしながら会話を継続しよう
としている。

自分のことを相手に知ってもらうために、自分自身や
興味のあること・日常的な話題などについてその場
で詳しく伝えたり、相手のことをよく知るために、相手
に質問したり、その答えから話題を広げたり深めたり
しながら会話を継続している。

〈知識〉
①既習の表現・語句の意味や働きを理解している。

〈技能〉
②既習の表現・語句の意味や働きの理解をもとに、自
分や相手のことや、興味のあることなどについて伝え
合う技能を身につけている。

話すこと
〔やりとり〕

（や）

主体的に学習に取り組む態度思考力・判断力・表現力等知識・技能
自分のことを相手に知ってもらうために、日常的
な話題・社会的な問題などについてその場で詳
しく伝えたり、相手のことをよく知るために、相手
に質問したり、その答えから話題を広げたり深
めたりしながら会話を継続しようとしている。

自分のことを相手に知ってもらうために、日常的な話
題・社会的な問題などについてその場で詳しく伝えた
り、相手のことをよく知るために、相手に質問したり、
その答えから話題を広げたり深めたりしながら会話
を継続している。

〈知識〉
①既習の表現・語句の意味や働きを理解している。

〈技能〉
②既習の表現・語句の意味や働きの理解をもとに、自
分や相手のことや、興味のあることなどについて伝え
合う技能を身につけている。

話すこと
〔やりとり〕

（や）

小６

中１

中２

中３



評価基準（ルーブリック）
主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

話すこと
（やりとり）

自分のことや自分の考えを詳し
く述べたり，相手に質問して相
手の答えから話題を広げたり深
めたりしながら会話を継続しよ
うとしている。

自分のことや自分の考えを
詳しく述べたり，相手に質問
して相手の答えから話題を
広げたり深めたりしながら
会話を継続している。

既習の表現・語句の意味
や働きを理解してコミュニ
ケーションに支障のない程
度の英文を用いて話すこ
とができる。（思・判・表のa
を満たす内容を話してもコ
ミュニケーションに支障の
ない程度の英文で話すこ
とができる。）

a

自分のことや自分の考えを述
べたり，相手に質問して会話を
継続しようとしている。

自分のことや自分の考えを
述べたり，相手に質問して
会話を継続している。

既習の表現・語句の意味
や働きを理解してコミュニ
ケーションに支障のない程
度の英文を用いて話すこ
とができる。

ｂ

「ｂ」を満たしていない。「ｂ」を満たしていない。「ｂ」を満たしていない。ｃ



スモールトークの充実 成果

・児童・生徒の積極的な発話への変化があった。
・英語発話への抵抗感が減った (B, C先生)
・授業内で全員が英語を発話する機会が増えた (B先生)
・積極的に英語で話そうとする生徒が増えた (A, C先生)

・児童・生徒のコミュニケーション能力が向上した。
・やり取りが続くようになった（D先生）・SVで話せるようになってきた（D先生）
・友達とのコミュニケーションを楽しめるようになった (B先生)
・友達の使うフレーズを真似して使う生徒が増えた (C先生)
・話す回数が増えるにつれて、滑らかな発話やフレーズ増加が見られる (C先生)
・教師の英語理解度が向上した (C先生)

・年間計画を作成したことで、スモールトークにおける小中連携し
た系統的な指導の土台が作れた。

・事前にトピックに対応した表現等をまとめておくことで中間指導を
効果的に行うことができた。



②単元計画を作成し、毎時間の授業
で必要感のある課題の提示・まと
め・振り返りを入れ、指導計画の充
実を図る。

単元計画作成と
振り返りの充実



単元計画作成と振り返りの充実

年度当初の状況
●単元のゴールの４技能・５領域に偏り
●振り返りが形式的になっている

①年度当初に単元目標をバランス良く配置
・コミュニケーションを行う目的・場面・状況を入れる。
・４技能５領域の何で評価をするのか明確にする。

②ゴールへの見通しをもてるようにする。
③子どもが振り返りを書き貯め、ゴールに向かって自己調整

ができるように振り返りのさせ方を工夫する。



振り返りの視点の共有

小学校 中学校ま・な・び わ・か・さ・ぎ
まなんだよ（自分）
なるほどね（協働的な学習で気づいたこと）
ひろげたいな（今後）

わかったこと・わからなかったこと
かんがえたこと
さらに知りたいこと
疑問に思ったこと



単元ゴールを生徒に意識させる

中学校単元のゴールと本時の目標および
毎時間の振り返りを常に可視化する

例１ １時間ごとに振り返りカードが増えていく 例２ １枚のシートに単元のゴールと毎時間の目標を
記載（スプレットシートの活用）

単元ゴール

本時の目標



単元計画作成と振り返りの充実 成果と課題

◎成果
・単元計画を子どもと常時共有しておくことで、授業での気づき
や学びを振り返る際に、自分の学びが最適になるように調整し
ようとする姿が見られた。
・ICTを活用して、自分の学びの軌跡を可視化できることで、振り
返りの効率化だけでなく「学びに向かう力」の向上にもつながっ
た。

▼課題
・ 「語彙・文法の説明」→「練習」→「言語活動」という積み上げ式の学習から単元や授

業を貫くタスクを与え、学習者がそのタスクを通して実際に言語を使いながら習得して
いくタスク型の学習への転換をはかる



③単元目標に向けて学習者用デジ
タル教科書の有効な活用方法の
研究と実践を行う。



先生方の実践（研修の事前課題）



学習者用デジタル教科書の活用

年度当初の状況
●教師の指示のもと、デジタル教科書の
同じコンテンツを一斉に使っている。

① 単元ゴールや授業のめあてを達成するための手段の一
つとして、子ども自身が学習者用デジタル教科書を選んで
使えるようなデジタル教科書の活用法・活用場面を増やす。
② 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実をはか
るためのデジタル教科書の活用する。



動画によるデジタル教科書の先進事例紹介
★新出単語・本文の内容理解

個別で時間を取り、デジタル教科書を活用してそれぞれ
で学習を行う。

★本文の理解・自分の考えの整理
デジタル教科書を使い、わからないところにチェックをし

て読む。
★発展的な課題

印象に残ったところや自分のレポートに必要なところに
線をひいたり、自分のコメントを入れる。

★レポート内容の調べ作業・レポート作成時の単語調べ



単元計画の中でデジタル教科書の可能性を探る

グループごとに、「デジタル教科書単元活用シート」を使い、
デジタル教科書の活用を組み込んだ単元計画を検討した。



研修会の様子

【ワークショップ】学習者用デジタル教科書を活用した授業づくりの検討

全体発表

【単元計画づくり】についてグループで協議



研修会の様子
【ワークショップ】学習者用デジタル教科単元活用シートの作成



学習を徐々に児童生徒に委ねていくことが重要

学習者用デジタル教科書の使用段階

放送大学 小林 准教授 提供資料



学習者用デジタル教科書活用の研究と実施

成果と課題

◎成果
・ 学習者用デジタル教科書の多様な機能・操作を、実際の授業の中
で多くの教員が活用するようになった。
・研修会を通して、個別最適・協働的な学びの視点から単元の中でさ
まざまな活用ができることを学び、一斉指導からの脱却につながった。

▼課題
・ 単元計画という大きな流れの中で、子供に学習を委ねる学習者用
デジタル教科書の活用という指導観の転換にはいたらなかった。



④小中の円滑な接続を踏まえた指導
方法の改善・充実を図る。

・相互授業参観
・指導方法の共有化
・小中連携加配教員の配置



小中の接続を踏まえた指導方法の改善・充実について

成果と課題
◎成果
・中学校で感じるギャップや壁を知ることで、接続を円滑に
するたために小学校段階での指導に生かすことができた。
・「話すこと」に関して系統性を立てて実施したことで、英語
でのコミュニケーションの基礎から、学年ごとにステップアッ
プすることができた。
▼課題

「書くこと」「読むこと」に関しても、小中
を見通した段階的・系統的な指導の確立
をする。



研究テーマ研究テーマ

英語で自分の思いや考えを
主体的に表現することができる
児童生徒の育成

・完璧な文章でなくても、言いたい表現を、
自分なりの言葉で言おうとする子が増えた。
・自分の思いを伝えたいから、「調べる」「読
む」「聞く」「話す」「書く」と自分なりの目的意
識をもって活動する子が増えた。

・中学校に上がってきた段階で「英語で話すこと」へ
の抵抗感がなくなっている。
・言語活動で、困ったときに生徒同士で聞き合った
りする姿が見られる。
・「自分がこういう気持ちだから、それを英語で相手
に伝えたい」と意欲的な生徒が増えた。

・英語で話すことが好きな子が増えた。
・日本語でも話すのが苦手だった子が、英語で「こう

いう風に言いたいときにどう表現したらよいか」と
質問してくれて嬉しかった。

・子ども達が恥ずかしがらずに、「英語を使ってみた
い」「話してみたい」と思えるようになった。

英語専科
B 教諭

中学3年生担当
C 教諭

中学１年生担当
A 教諭

中学２年生担当
D 教諭

・2年間の研究を通して、自分の思いを英語で表現できるようになった。
これまでは、言われたものしか言えなかったが、思考するようになった。
・相手が言ったことに対して深く聞き合う姿勢がみられるようになった。
・子ども自身が「英語で表現できるようになった」と成果が出ていること
を実感している。何より自信をもっている。
・自分も授業をやっていて楽しい！子ども達の思いからから授業を進め
るので、プリントを作らなくてすむようになり、授業準備が減った。



ご清聴ありがとうございました

©Miyoshi Town


